
食 育 通 信 ～毎月１９日は食育の日～
地域と健康をつくる「くりはらの食」 令和８年４月発行

～ 塩分と野菜摂取のバランスについて ～

栄養・食生活に関する問い合わせは 栗原市市民生活部健康推進課（℡２２-０３７０）まで

～尿検査で分かる尿ナトカリ比～

【 基準 】

「 ナトカリ比 」を知っていますか？

食塩の主成分である「ナトリウム」と、野菜や果物に多く含ま

れる「カリウム」の比のことをいい、「ナトカリ比」を下げることで、

高血圧や循環器疾患の予防につなげることができます。

高血圧の原因として、ナトリウム（塩分）の摂り過ぎとカリウム

（野菜）摂取不足があります。ナトリウムを減らすことに加え、

ナトリウムを体内から排出してくれるカリウムを多く摂り、ナト

カリ比を低くすることを意識してみましょう。

ナトリウムを減らすコツ

カリウムを増やすコツ

＝
ナトリウム

カリウム

食塩、調味料等に
多く含まれています。

野菜・果物等に多く
含まれています。

非常に良好：2.0未満
良 好：4.0未満
注意が必要：4.0以上

ナトカリ比について、
栗原市のＨＰもぜひチェックを！

残す！



 地域の食育推進研修会 ～食品ロスを減らすためにできること～ 

 

開催日：令和７年 11月 28日（金）  参加者：市町担当者、給食施設管理栄養士等 28人 

 

●●宮城県北部保健福祉事務所の食育の取組●● 
当所では、第４期宮城県食育推進プラン（県プラン）の推進のため、食育に関する啓発活動、研修会、市町や 

団体等への支援など様々な取組を行っています。令和７年度は、県プランに新たに加わった「食品ロスの削減」をテーマ

に、大崎・栗原地域で食育推進に係る関係者を対象に、「地域の食育推進研修会」を実施しましたので紹介します。 

 

 

 

食品ロスとは、「本来食べられるにも関わらず、捨てられてしまう食べ物」のことです。 

研修会では、みやぎの食品ロスの発生量等について県担当者が説明を行い、栗原市で野菜等の栽培等をしている

生産者と、大崎市で病院給食を担当している管理栄養士から、食品ロス削減の取組みを報告していただきました。 

    

 

宮城県の食品ロスの発生量は、年間 7.5 万ｔ、県民１人１日当たりではコンビニおにぎり１個分になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

研修会の参加者からは、 給食の献立や野菜の廃棄を見直したい、「食品ロス」について周知や情報発信を行い、
食品ロス削減に取り組みたいとの意見が多数だされました。 

 
 
 

＜資料＞宮城県環境生活部循環型社会推進課 

「地域の魅力を農業を通じて伝える～ﾌｰﾄﾞﾛｽへの取組～」 

合同会社くりはらファーマーズラボ  伊藤秀太さん 

●「くりはらの農業をおもしろく」をテーマに、地域農業を盛り

上げる取組として、規格外農産物を活用した商品開発

や飲食店との連携により、食品ロス削減と 

付加価値向上を進めています。 

●生産者の農産物を集約して供給する 

など、地域と飲食店をつないでいます。 

 

「病院給食の SDGs～食品ロス削減に対する取組～」 

大崎市民病院栄養管理部  酒井友恵さん 

●病院給食で食品ロスを減らすため、献立の見直しを行

い、食べ残しの多いメニューを改善しました。 

●特に主食量を調整したことで、残食が減り、無理なく食

べられる食事づくりにつながっています。 

 

 

 

 

事例発表 

 

年間７．５ｔとは、本県の米の収穫量（※）約１／４に相当する量 

捨てるのは 

もったない！ 

食品ロスの現状等 

 

※R６年産 3４０,５00t （農林水産省作物統計調査） 

 

 

 

令和8年度から「第５期みやぎ食育推進プラン」がスタートします！！ 

地域の食育推進研修会 ～食品ロスを減らすためにできること～ 

 

●新たなプランでは、望ましい食生活の実践や「食材王国みやぎ」の活用、子ども・若い世代を中心とした取組を継続しつつ、

新たに「食育を実践しやすい環境づくり」を重点に位置付けます。 

●健康や食育の関心の有無に関わらず、健康に配慮した食文化、地域食材を使った郷土料理、 

地産地消等に関する情報や健康的な食事が身近な場所で入手できる環境づくりを進めていきます。 

●栗原市の市民、職域、教育関係者、生産者等の皆様の御協力をお願いします！ 

私たちの毎日の生活でも、日々実践できる取組みがあります。 
「もったいない」の気持ちを意識して、毎日の生活で少しずつ、できることから 
食品ロスの削減に取組みましょう。 

「もったいない」の気持ちを意識して、毎令和 8年度から「第５期みやぎ食育推進プ

ラン」がスタートします！！ 

地域の食育推進研修会 ～食品ロスを減らすためにできること～ 

 


